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28.禾本科植物中の抗虫,抗菌性物質-Ilen2=0ⅩaZOlinones 柁山 野 (大下回春堂)

1955年Virtanenはライ麦の前から強い抗菌性物質

を純粋な結晶 (Amax270mふ,mp1410)として蝉離

し,これが 2(3)-benzoxazol-inone(Ⅰ)であることを

発表した】). さ.らに1956年 ViTtanen等は若いトク

モ占コシ,小麦の植物体からも (Ⅰ) と同程度の効力
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を持つ抗菌性物質 (mp1550) を畔離し' これが
benzoxazolinoneのメトキシ誘導体であることを提唱

した2}'.かようにホモノ科 (禾本科)の中で抗菌性物

質として (Ⅰ)及びそのメトキシ誘可休が化学的_Eこ形成

きれると云う興味ある鮮実を見出したが,Virtanepと

は別個に Beck4.5)は若いトウモロコシの菜を食餌と

してアワノメイガに与えた場合に,最初の72時間に生

菖残ったのiま僅か 20% と云う高い致死率を示したこ

とから,この植物体の中に1つ乃至それ以上の詔性物

質の存在を考え,その構造にらいて研究した結凪 そ

の1つとして6･methoxy-benzoxazolinone(ⅠⅠ)を蝉

離し確認した.
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すなわちBeckはアワノJIィガの浸雷に対して岩い

トウモロコシに抵抗性を持たせているもg)を Factor

A として抵抗性を持っているトウモロコシの~新芽と
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Fig.1. ⅠnhibitionofthegrowthofPenlcillium
chrysogeTZum and corn borerby crystalline
resistanceFactorA.

菜を原料としてこの乾燥粉末を菰河水で沸騰し熱水浴

紋を炉過,酸性でエーテル抽出してエ∵テル可溶物を

クロマトグラフで処理しFactorAを蝉離した.この

ものの生物試験の結果は第1図のとおりである.

FactorA は純色結晶性物質で mp154-5｡,,三LaT
230,287mF{.分子式 C8H7NO3分子塁 165であり
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メトキシ益のあることが認められた. そして 5/ot苛

性ソーダに可桁であるが5,00'E7.-日には不浴である.光
学不活性で 2.4-dinitrophcny111ydrazinc,fu化耶二

鉄とは反応しないが ピ.)ジン巾において benzamide

とbenZeneSulEonamideを生成する.またFactorA

は髭には安定であるがアルカ1)で.{'J速に加水分解しこ

の加水分別物を殿位にしてエーテル抽出した処 2-

am王P.〇･5･methoxypllenOl塩転出に相当するものが分

離きれた.これらの研究および先に Virtanen等がラ

イまの苗から(Ⅰ)をiti離したことから FactorA を

(ⅠⅠ)であると考え, つぎの方法でこれを合成し赤外

吸収スペクトルが一致することを知りさらに混敬試験

の結果このものに間違いないことを確認した6･6).

6-Methoxyb'enzolinonelま昆虫 〔BlaLLellage'･-

manica(L.), PT10denfaeridam'a(Cram.)〕,敬

筒(Rht'zoL'uSSloZoni/era,PeTZicillz'umlhT･ySOgeTZ〟1n,
Dl'plodz'azeae),細菌 (SIapflylococcusaurcus)等

に対しても生長阻害作用があり, トウモロコシの含虫

は紫外吸収スペクトル法による定虫7)が試みられ柾物

体の各部分,柾軒,老幼により只り8)3-260γ/grの

郡 23 巻-I

変化が見られる.

化の抵抗田子,FilCtOrB および Cは末だ'印鑑さ

れていない.
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昆虫の誘引物質測定器 (臭測定器)について
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600,000軽須もの昆虫は雌雄お互いに色調,音とか

誘引物矧こより相牽引するが,たとえ半分の昆虫が化

学物Tiで相牽引すると考えても300,000位現の未知の

化学物質がなければならぬ. これについては Haller

(マイマイガ),ButeDandt(カイコガ),Flaschentr孟ger

(ハイモンヨトウ, タマナヤガ, ワタアカミムシ)等

による研究があるが,.所訂誘引物質がどんなものであ

るかは全くわからず,たゞButenaD.dtがELi近結晶状

のエステルをカイコガからlli舵することに成功したに

すぎない.

1946年以釆我々は羊毛苦虫の誘引物質の研究を行っ

ているが,個 の々蛾の誘引物矧ま到成田抜控えること

はできないし,ともかく誘引物男を定性的のみならず

定立的にテストすることが必要になってきた.実際こ

のような物矧ま化学的反応ではとても放出されそうに

もない.しかし雄の成白身非7;L,'lこ鋭敏な暁光rW,也を持
っているから,これをアンテナの様な六合に宏示群と

して利用することを考えた.動物の呪光能力の汎定法

E''iElは文献に多くあらわれており,例えば典の成分を含

んだ'空気を昆虫に向って流し誘引するといった六合で

ある.同じような原理ではあるが今こ にゝ報告するの

はずっと伯ltiで定性的のみならず定虫的にも班用しう

るようなLJi物男測定群について あゞる.

原理的にはそれは芦つのフラスコからできてお5',

一方のフラスコには雄が入れてあって孔のあいた円錐

形の底からもう一つのフラスコの方へ追い出ることが

できるようになっている.そしてそれは誘引物nを含

･む空気の流の方向に向けられている.又図1からわか㌔
るように底を押しつけその緑は平面に磨ってある.ち

う一万のフラスコの底も同様に緑を磨いておく.円錐

形にし喋った方の先は 1cm 位の大きさの孔を明けて
おく.2つのフラスコは輪状のコルクをはさんで空気

が入らぬ様にしっかりと鉄の探持台で締めつける.

一方に10匹の雄を入れ,31の茶沼フラスコに30

匹の雌を入れ虫が平静を取戻してから弱い空気の流れ

(1秒に約2泡)を図2の装miEiで吸引しながら通す.

央物質が存在すれば雄は垣に這い出し始め,誘引の強

さ及び雄の感受性が大であればある程他方のフラスコ

に這い出る虫の教が多くなる.∵定時間後にテストフ

ラスコFrlに出た出の数から誘引物TIの訳を泣出的に%I
で表わすことができる. 例えば10匹の申8匹が這い

出た場合には 80% の誘引という宏わし方である.

雌の入っている蒸河板の間に適当な洗脆フラスコ或

はデュワ～粒をはさむと誘引物矧ま凍解して,何皮ま
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